
No.

作成 年 月 日

作業所

安全帽・安全帯・手袋・安全靴
人（混在作業者 　　人）

番
号

1 作業前の打ち合わせと指示 ・作業入場者のチェックをする ・氏名　住所　年齢　健康状態の確認

・工具等の正しい使用法を

指導する

・作業範囲・工程の確認をする

・材料置場・運搬方法　経路を

確認する
・材料の搬入　荷上げ方法の

検討をする

・安全上の注意をする

2 保護具の点検 ・各自作業前に正しい服装・保 ・安全帽のあごひもをきちんと締める

護具の着用を点検する ・安全帯を腰上にきちんと締める

3 図面　仕様の検討をする ・作業分担を決め作業方法手順

を全員で確認する

・ OKサポートの記号の

チェックを行う

・ 各材料の数量をチェックする

4 有資格者の確認をする

・ 型枠支保工組立等の作業主任者

・ 玉掛技能講習終了者等

 OKサポート組立手順書   .

 OKサポート支保工組立�作業

作業
区分

工事名称

作業期間
資格免許

作業名

作業概要  OKサポート支保工の組立

作成者

準
備
作
業

ハンマー

危険予知・安全対策作業手順 作業の要点

保護具

使用工具

人 員



No.

1 工具類・設備の点検をする ・足場材の点検を行う

・開口部、作業箇所の手摺と

安全通路を確認する

・玉掛工具、治具の点検をする

・荷の吊り方の合図を確認する

・ OKサポートの重量、重心の

確認をする

・運搬経路の誘導合図の方法を

確認する

・玉掛作業範囲内の立入を

禁止する

・監視員を配備する

 OKサポートの組立て

1 墨出し ・作業主任者により基準線を出

し明示する

（施工図に基づき正確に出す）

2 建込み前の材料の点検 ・不良品の点検

3 材料の搬入 ・組立順に部材を搬入する

4 組立作業

・ジャッキベースのレベルを出す ・施工図に基づきレベルの調

節をする

・ジャッキベースの配置

・最初の支柱を建てる（ OKSS-2）

・水平つなぎ材の取付け ・水平つなぎはこの時点でクサ

ビは仮止め状態にする

点
検
作
業

本
作
業



No.

・レベルの確認 ・水平の確認

・2段目の支柱を建てる

・水平つなぎ、ブレースを取付ける ・水平つなぎの両端の位置を確
認後クサビを十分に打ち込む

・2段目以降の作業床を設ける ・足場板、鋼製布板を取付ける ・安全バンドでしっかりと固定する

・階段取付、布板の爪のロックの確認

・3段目の支柱の建て込み ・支柱抜け止めピンのセット ・作業床の隙間の確認

・水平つなぎ、ブレースを取付ける ・水平つなぎの両端の位置を確

（以後同じ順序で組立てる） 認後クサビを十分に打ち込む

・最上部の水平つなぎ、ブレースを取

付ける

・大引受けジョイント、大引受けジャ

ッキを取付ける

5 組立後の点検 ・床版型枠組立後に元請係員立 ・組立施工図通りか確認する

会いの上で作業主任が行う ・クサビは十分に打ち込まれているか

確認する

・ブレースのピンは完全な確認する

・支柱抜け止めピンは完全な確認する

　

6 残材料の整理 ・不良材は早期返却する ・各種材料は安全通路・足場上または

スラブ上に置かない

7 機械、工具の片付け ・片付け、整理整頓を行う

（確認後組立　完了）

後
始
末

本
作
業


